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(MLO)を 2 群(NDB 100 例，DB 100 例)に分類し，各 1 枚(10×10 マトリクス)の検索画像
を作成した．評価画像として,正常例から無作為に抽出した MLO187 例に対して検索画像と
の ZNCC を計算した．乳房密度分類判定基準として，1) ZNCC 最大値を比較した判定法（最
大 ZNCC 判定法），2) ZNCC しきい値を設定し，画像検出数の大小で判定する（画像数判
定法），3) 2)で抽出された画像の ZNCC の平均値による判定（平均値判定法），4) 1)から 3)
の判定で過半数を得た乳房密度を選択する判定法（総合判定法）を用いて，それぞれの判
定結果と，主観的乳房密度分類結果の一致度（一致率，kappa 係数:𝑘𝑘）による評価をした結
果，主観的乳房密度分類評価との一致度は，90.9%,𝑘𝑘=0.82 を示した．一方，大胸筋領域の
画素値をしきい値とした分類法での一致度 78.1%,𝑘𝑘=0.56，深層学習による分類の一致度は
87%,𝑘𝑘=0.67 であった．大量の画像データベースを必要とする深層学習では，解析モデルに
よっても再現性が異なる． 
本研究により ZNCC による乳房密度分類法は，少ない画像数でも主観的乳房密度分類評価
と高い一致度を示すことができた．また，アプリケーションの開発により，多数の施設で
の自動乳房密度分類が可能である． 
